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 本研究では自記式回答として近年の IT 技術の進歩とインターネットの普及によって広く用
いられるようになった Web 調査を想定し、個票の審査方法として従来から行われている他記
式回答の対面調査を取り上げる。対面調査は他記式回答のため回答基準の偏りが無く信頼性の
高い回答であるため、Web 調査と対面調査の結果に差異がある場合、その回答者に回答基準の
偏りが有るとする。Web 調査の回答者を母集団と捉え、同一母集団から同内容の調査を Web
調査と対面調査で行ったときの 2 つの調査間の平均の差に着目する。この平均の差を母集団の
Web 調査の結果と小標本の対面調査の結果を用いて、Web 調査の結果の平均から対面調査の
結果の平均に補正することを提案する。 
 調査間での回答の平均の差を補正する場合は、対面調査のための標本再抽出法に無作為抽出
を用いるよりは、パラメータの推定精度を考慮する D-最適基準を良くするような有意抽出法の
方が少ない標本数での平均二乗誤差の意味で、推定精度が上回った。また、従来からある傾向
スコアを用いた補正方法よりも、平均の差を推定して、傾向スコアの平均や傾向スコアを用い
た予測値の平均を掛け合わせて補正する提案手法の方が、平均二乗誤差で比較して良い補正精
度を得た。特に傾向スコアの平均を用いた補正の方が、若干、平均二乗誤差が小さい傾向が見
られた。 
 本研究の成果は、選択肢と選択理由の自由記述を組み合わせて回答させる郵送調査やウェブ
調査、あるいは例えば企業を対象とする調査で調査内容の一部が帝国データバンクなど別の情
報源からも入手できるような、複数のデータの比較が可能な場合の回答内容の点検（これを公
的統計では個票審査と呼ぶ）に対しても適用可能である。D-最適に基づく有意抽出法は無作為
抽出法より少ない標本数で良い補正を行うことができること、平均の補正を行うときは標本ご
との補正を行うより平均の差を用いた補正する方が補正精度が良いことを、数値的には示せた
が、これらの成果を解析的に検討することが今後の課題として残されている。 
 
